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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月8日(2015.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剥離基材上に塗布する塗り剤であって、
　塗り剤が、重合される原料モノマーとして（メタ）アクリルアミドを含有する水溶性樹
脂（ａ）と、有機粒子（ｂ）とを含むアクリル系水分散体であり、
　樹脂（ａ）の重量平均分子量が２０万未満である
ことを特徴とする剥離基材用下塗り剤。
【請求項２】
　前記記載の有機粒子（ｂ）が水溶性樹脂（ａ）の存在下で1種以上のビニル単量体を重
合して得られる粒子であることを特徴とする請求項１に記載の剥離基材用下塗り剤。
【請求項３】
　前記記載の水溶性樹脂（ａ）が1種以上のビニル単量体を重合して得られる有機粒子（
ｂ）の存在下で重合して得られる樹脂であることを特徴とする請求項１に記載の剥離基材
用下塗り剤。
【請求項４】
　前記記載の水溶性樹脂（ａ）と有機粒子（ｂ）とを混合して得られることを特徴とする
請求項１に記載の剥離基材用下塗り剤。
【請求項５】
　水溶性樹脂（ａ）の原料モノマー固形分１００重量部中、（メタ）アクリルアミドの含
有割合が１０～１００重量％であることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の剥離
基材用下塗り剤。
【請求項６】



(2) JP 2012-214744 A5 2015.2.26

　アクリル系水分散体の固形分中、水溶性樹脂（ａ）と有機粒子（ｂ）との重量比率が（
ａ）１０～９０重量％、（ｂ）９０～１０重量％であることを特徴とする請求項１～５の
何れかに記載の剥離基材用下塗り剤。
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